
歯科医師臨床研修修了者
アンケート
（速報）
厚生労働省 医政局

歯科保健課
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＜調査概要＞

調査時期：令和５年３月

対象者：令和４年度に歯科医師臨床研修を修了予定の
すべての歯科医師 2,017名

調査方法：厚生労働省より自記式質問票を送付、地方
厚生局へ提出

＜回収状況＞

令和４年度 臨床研修修了者アンケート調査結果

回収率回収数配布数

72.4%
(前年比2.4%減)

1,461
男性 767
女性 691
不明 3

2,017
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59.7%

16.0%

8.2%

8.1%

7.9%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80%

卒業大学の歯学部附属病院・附属診療所

卒業大学以外の歯学部附属病院・附属診療所

医学部附属病院

大学附属病院以外の病院

歯科診療所

無回答

●臨床研修を受けた単独型・管理型臨床研修施設

臨床研修施設について
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38.2%

1.0%

32.7%

37.6%

17.6%

3.2%

46.3%

6.6%

26.0%

20.1%

2.6%

14.5%

16.1%

41.8%

38.4%

9.5%

10.0%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自験症例が多いため

自験症例が少ないため

症例の内容が幅広いため

専門性の高い指導を受けられるため

入院患者、全身管理に関する研修が充実しているため

訪問歯科診療に関する研修が充実しているため

慣れた環境である（卒業大学のプログラムである）ため

大都市であるため

出身地であるため

選考・マッチング等に係る労力が少ないため

選考日程に参加できなかった（大学での休暇が取得できなかった）…

給与が良いため

勤務時間が短い、残業が少ないため

自己研鑽に対する指導も充実しているため

知り合い（先輩等）に勧められたため

その他

特に理由がない

無回答

●研修プログラムを選んだ理由（複数回答）

臨床研修施設について
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50.6%

21.7%

10.5%

16.9%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幅広かった

やや専門に特化していた

専門に特化していた

ちょうど良かった

無回答

●経験した症例内容

臨床研修の症例内容について
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臨床研修の症例数について

29.5%

20.9%

26.3%

16.2%

7.0%

0.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

十分

やや十分

普通

やや不十分

不十分

無回答

●経験した症例数

15.9%

72.3%

8.6%

3.1%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

記載以上

記載通り

相違があった

研修プログラム等に記載がなかった

無回答

●研修プログラム等に記載された症例内容と実際の症例数について
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2.5%
39.7%

16.8%
13.9%

9.2%
4.6%

2.3%
2.7%
1.6%

6.2%
0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0人

1～25人

26～50人

51～100人

101～150人

151～200人

201～250人

251～300人

301～350人

351人以上

無回答

●一連の治療を自ら行った延べ患者数（見学・補助は含まず）

27.7%

11.6%

2.8%

11.2%

22.1%

21.1%

2.3%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

歯冠修復（コンポジットレジン、インレー…

歯内療法

歯冠補綴（クラウン）

欠損補綴（ブリッジ、義歯）

歯周治療

口腔外科

その他

無回答

●一連の治療を自ら行った症例内容について、もっとも多いもの

臨床研修の症例数について
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0.6%
17.1%
17.9%

20.5%
12.6%

6.8%
4.5%

3.6%
2.9%

13.3%
0.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

0人

1～25人

26～50人

51～100人

101～150人

151～200人

201～250人

251～300人

301～350人

351人以上

無回答

●一部の治療を自ら行った延べ患者数（見学・補助は含まず）

26.2%

10.1%

7.3%

11.0%

21.3%

19.8%

3.4%

0.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

歯冠修復（コンポジットレジン、インレー等）

歯内療法

歯冠補綴（クラウン）

欠損補綴（ブリッジ、義歯）

歯周治療

口腔外科

その他

無回答

●一部の治療を自ら行った症例内容について、もっとも多いもの

臨床研修の症例数について
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入院患者、全身管理に関する研修状況について

28.1%

32.9%

28.8%

58.8%

23.9%

6.5%

15.5%

39.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

医科の入院患者の歯科治療を行った

医科の入院患者の歯科治療を見学した

歯科の入院患者の歯科治療を行った

歯科の入院患者の歯科治療を見学した

病棟管理を行った

当直勤務を体験した

１～６以外の研修を行った（講義、実習など）

入院患者に関する研修を体験していない

無回答

●入院患者に関する研修状況（複数回答）

24.9%

61.0%

21.4%

59.3%

36.5%

59.2%

23.0%

15.7%

12.4%

11.5%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全身麻酔下の歯科治療を行った

全身麻酔下の歯科治療を見学した

静脈鎮静下の歯科治療を行った

静脈鎮静下の歯科治療を見学した

モニタ管理下の歯科治療を行った

モニタ管理下の歯科治療を見学した

病棟管理を通じて全身管理を行った

訪問診療を通じて全身管理を行った

上記以外の研修を行った（講義、実習など）

全身管理に関する研修を行っていない

無回答

●全身管理に関する研修状況（複数回答）
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20.8%

34.5%

11.8%

32.7%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40%

訪問歯科診療等を行った

訪問歯科診療等を見学した

上記以外の研修を行った（講義、実習など）

訪問歯科診療等に関する研修を行っていない

無回答

●在宅等での訪問歯科診療に関する研修状況

訪問歯科診療に関する研修状況、研修内容について

33.5%
21.9%

50.1%
32.4%

17.8%
10.9%

4.5%
2.7%

12.4%
1.9%

42.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高頻度治療（義歯修理、う蝕治療等）

応急処置（補綴物の再装着、消炎治療等）

口腔清掃

口腔清掃指導

摂食嚥下リハビリテーション

口腔機能向上のための体操

食事介助等の日常生活の世話

マネキン等を用いた実習

講義の受講

その他

無回答

●在宅等での訪問歯科診療に関する研修の研修内容（複数回答）
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3.4%

13.7%

7.5%

74.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、研修場所が変更された

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、研修内容が変更された

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、研修が中止になった

特に変更されなかった（プログラムの記載内容のとおりであった）

無回答

●新型コロナウイルス感染症の感染拡大下における

在宅等での訪問歯科診療等に関する研修について（複数回答）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大下における、訪問歯科診療等について
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25.9%

36.2%

2.3%

13.3%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40%

障害を有する患者への歯科診療を行った

障害を有する患者への歯科診療の見学を行った

上記以外の研修を行った（講義、実習など）

障害を有する患者への歯科診療に関する研修を行っていない

無回答

●障害を有する患者への歯科診療に関する研修状況

障害を有する患者への歯科診療に関する研修状況について
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64.0%

36.4%

58.4%

9.3%

8.2%

36.4%

14.2%

4.8%

13.6%

40.6%

12.9%

20.1%

23.3%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

医師

薬剤師

看護師・准看護師

作業療法士

理学療法士

診療放射線技師

臨床検査技師

臨床工学技士

言語聴覚士

栄養士・管理栄養士

介護福祉士等

介護支援専門員（ケアマネージャー）

他職種と連携していない

無回答

●連携した歯科専門職以外の専門職種（複数回答）

連携した歯科専門職以外の専門職種について
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58.0%

18.0%

40.5%

26.9%

23.3%

1.7%

2.2%

12.5%

19.0%

35.2%

21.5%

21.2%

12.4%

13.4%

15.5%

2.6%

13.5%

15.2%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外来患者の歯科診療を行った

在宅患者の歯科診療を行った

入院患者の歯科診療を行った

外来患者の他科への紹介を行った

外来患者の他科からの紹介を受けた

在宅患者の他科への紹介を行った

在宅患者の他科からの紹介を受けた

入院患者の他科への紹介を行った

入院患者の他科からの紹介を受けた

合同カンファレンスに参加した

合同手術の見学を行った

口腔ケアチームに参加した

栄養サポートチームに参加した

摂食・嚥下チームに参加した

周術期管理チームに参加した

ケアプラン作成等に参加した

その他

他職種と連携していない

無回答

●専門職種と連携した内容（複数回答）

歯科専門職以外の専門職種との連携内容について
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34.6%

24.0%

21.0%

5.4%

2.3%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40%

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

無回答

●臨床研修全体としての満足度

臨床研修全体の満足度、達成度

25.0%

46.9%

13.5%

1.6%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

達成された

ほぼ達成された

あまり達成されなかった

未達成

無回答

●臨床研修の到達目標の達成度
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42.4%

23.0%

10.0%

5.2%

4.4%

1.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

歯科診療所

卒業大学の歯学部附属病院・附属診療所

卒業大学以外の歯学部附属病院・附属診療所

医学部附属病院

大学附属病院以外の病院

その他

無回答

●進路先の種別

進路先について
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47.4%

40.1%

25.3%

5.1%

17.4%

7.8%

8.4%

22.4%

22.0%

17.8%

28.7%

24.0%

10.3%

20.0%

12.7%

6.1%

0.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

症例が多いため

症例の内容が幅広いため

専門性の高い指導を受けられるため

専門医などを取得したいため

学会、研修会など、学習の機会が多いため

親族の診療所のため

将来的にも雇用される予定のため（開業予定なし）

開業を見越し、他院の取り組みを知りたいため

知り合い（先輩等）に勧められたため

大都市であるため

出身地であるため

給与が良いため

勤務時間が短い、残業が少ないため

福利厚生（保険、交通費、住居手当、特別休暇等）が良いため

その他

特に理由がない

無回答

●（歯科診療所を進路とした者）

進路先の施設を選んだ理由（複数回答）

進路先を選んだ理由について
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45.9%
30.1%

61.4%
11.8%

9.7%
6.6%
5.4%
4.1%
7.5%

1.0%
5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

歯科診療所を開設・管理

親族の診療所を後継

歯科診療所に勤務

卒業大学の大学附属病院に勤務

卒業大学以外の大学附属病院に勤務

大学附属病院以外の病院に勤務

大学院等で研究

その他の職業

休暇（出産、育児等による）

無職

無回答

●予想する１０年後の働き方（複数回答）

将来について

41.6%

25.0%

1.3%

2.2%

0.8%

3.2%

1.4%

1.1%

1.9%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

歯科診療所で勤務（開設・管理）

歯科診療所で勤務（勤務医として）

卒業大学の大学附属病院に勤務（管理職として）

卒業大学の大学附属病院に勤務（勤務医として）

大学附属病院以外の病院に勤務（管理職として）

大学附属病院以外の病院に勤務（勤務医として）

大学院等で研究に従事

歯科医師としてその他の職業（行政など）

歯科医師ではない職業

無回答

●理想の将来像
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